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参加者プロフィール 

経済学部経

済法学科 2

年 脇山愛理 

外国の文

化を知るこ

とが好きで、

以前参加した海外のオンライン研修が楽

しかったので、次はヨーロッパの国を学

んでみたいと思い、参加した。 

 

理工学部理工学科 1 年 川嵜

紫乃 

自分と異なる文化圏の人と交

流をしてみたかったから。自

分と異なる文化を持つ人と交

流することでひろい視野を持

つことが出来ると考えたから。 

 

理工学部機能物質

化学科 3年  

尊田早紀 

 

英語力向上とリト

アニアの文化を学

ぶという目的でこ

のリトアニアのオ

ンラインプログラムに参加しました。ま

た、リトアニアの学生との交流を通じて

日本人との価値観の類似点・相違点につ

いて知りたいと思いました。 

 

 

理工学部機能物

質化学科 3 年 

塚本ルーク達美 

大学入学後、留

学することを考

えていたのです

が新型コロナの

流行により行けなくなってしまったので

すが、オンラインで国際交流が出来ると

知ったので参加しました。 

 

経済学部経済学科 1年 

三戸瑞月 

ヨーロッパの国々の文化や歴

史に興味があったのと、自分の

英語力を伸ばしたいことから

参加を決意しました。授業を受

けていく中で、いつかリトアニ

アを訪れ、写真でしか見られな

かったものを実際に見たいと思いました。 
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プログラム概要 

[期間]2021 年 2 月 15 日〜2 月 27 日（12

日間） 

[留学先]ヴィタウタス・マグナス大学 

[内容]リトアニアの文化、政治経済、歴史、

民俗、日本とリトアニアの関係について

学ぶ・講義や現地の学生との協働学習を

通じて学習し、異文化交流の体験を行う。 

 

リトアニアの歴史 

「リトアニア」の国名が歴史的な文書に

最初に登場するのは 1009 年になります。

その後、西方の周辺諸国から襲撃を受け

つつも、東方へと勢力を伸ばし、14 世紀

までにヨーロッパ最大の国家となりまし

た。しかし、その後は独立を守ろうとする

も周辺諸国の勢力に支配されていきます。

1918年 2月 16日、ドイツ革命の余波が及

ぶ中でリトアニアは独立を宣言します。

これはドイツ帝国の構想の一環だったの

ですが、第一次世界大戦でドイツ帝国が

敗北して崩壊すると、リトアニア第一共

和国となりました。しかしまたドイツ軍

やソ連軍などに占領され、1990年 3月 11

日に再び独立回復を宣言した前後の独立

運動では多くの死傷者が出ました。独立

した後は、北大西洋条約機構（NATO）や欧

州連合（EU）に加盟し、経済も成長しつつ

あります。とりわけバイオテクノロジー

やレーザー産業が盛んで、機械電子工学

や情報技術産業も今後が期待されていま

す。 

 

リトアニアの文化 

人口構成をみてみると、人口の約 83%がリ

トアニア人で、他にポーランド人やロシ

ア人などがいます。言語はリトアニア語

がほとんどで、母国語以外の言語も話せ

る人が多いですが、これはリトアニアが

小国で周りの国々とうまく付き合ってい

く必要があるからです。ソ連時代を経験

した上の世代の多くはロシア語、若い世

代は英語が話せる人が多いです。主に信

仰されているのはカトリックです。伝統

的な食べ物には「シャコティス」というバ

ームクーヘンのような味のお菓子があり

ます。国民に人気なスポーツはバスケッ

トボールです。また、大きなイベントとし

ては、春の訪れを祝う「ウジュガヴェネス」

が挙げられます。リトアニアは冬の寒さ

が厳しく、春が近づくと国中がお祝いム

ードに包まれます。クリスマスには家族

全員で過ごし、先祖の霊をとても大事に

します。毎年独立記念日には国旗を振っ

て街を練り歩くなど、リトアニアの人々

は国の独立をとても誇りに思っています。 

 
リトアニアの地図 
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授業内容 

 授業はオンラインであり、15時から 18

時までの間に受けるものがほとんどでし

たが早いものは時から 14時に始まり、遅

いものは 20時過ぎに終わるものもありま

した。リトアニアとの時差は 7 時間なの

で日本では昼過ぎから夕方に授業を受け

ましたがリトアニアでは朝早くから昼ま

での授業でした。 

 講義の時間は一コマ 1 時間半でした。

オンラインでの講義は ZOOM や Microsoft 

Teams などの Web 会議アプリで行いまし

た。リトアニアの先生が授業の資料やス

ライドを画面共有しながら講義を進め質

問があればこちらのマイクをオンにして

行うなど佐賀大学のオンライン授業とよ

く似ていました。もちろんすべての講義

が英語で行われ画面共有される資料も英

語なので、集中しないと置いていかれて

しまいますが自分の英語力が鍛えられて

いるという実感はありました。またパソ

コンで授業を受けているので分からない

単語があればインターネットで調べるこ

とも出来たので少し安心して授業を受け

ることが出来ました。 

 授業の内容としては、初日に歓迎の言

葉を受けた後、今回プログラムを提供し

て頂いた Vytautas Magnus University 

(VDU) のキャンパスを写真や動画を通し

て紹介して頂きました。またリトアニア

という国についての講義が一コマありま

した。 

2 日目には VDU にあるアジア研究センタ

ーの紹介とリトアニアとバルト海沿岸の

歴史と政治についての講義がありました。 

その後１週目には、日本とリトアニアの

関係、幸福度と経済的な豊かさの関係、リ

トアニア語、リトアニア人と日本人の互

いの印象についての授業がありました。

また橋クラブ（VDUの日本語を学ぶグルー

プ）との交流や杉原ハウス（杉原千畝につ

いての博物館）の紹介もありました。2週

目は、リトアニアの学生と同じ授業を受

けたり橋クラブの学生と一緒に日本語に

ついて学びました。 

 

橋クラブ 

 プログラム外ですがリトアニアの学生

が日本語を学ぶ橋クラブのボランティア

がありプログラム終了後もリトアニアの

学生と交流することもできます。実際に

プログラム終了後もプログラムと同じよ

うにマイクロソフト teams で授業のボラ

ンティアの案内やリトアニアの学生との

交流が行われています。 
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リトアニアとつながった二週間 

経済学部経済法学科 2年 脇山愛理 

 

私がこのプログラムに参加したいと思

ったのは、数か月前に参加したインドネ

シアのオンラインプログラムがとても楽

しく、今度はヨーロッパの国について勉

強するのも楽しそうだと思ったからだ。

それと、実際に英語を使う良い機会にも

なると思った。 

プログラムの初日は、とても緊張し

た。Teamsというアプリで遠隔授業を受

けるのは初めてだったのでうまくいくか

少し不安だったし、リトアニアの人は白

人なので「外国人だ」と思ってしまっ

て、英語をできるだけたくさん話そうと

思っていたのに全く話せず、先生の問い

かけにも答えることができなかった。初

日が終わった後、正直「これではマズ

い！」と思った。このままではせっかく

のチャンスを無駄にしてしまうと思っ

た。そこから気持ちを切り替え、1つの

授業につき 1回は質問をしようと決めて

毎日の授業に取り組んだ。たまに全く発

言できない時もあったが、何とか頑張っ

て英語で質問するように努めた。たくさ

ん間違いはあったが、先生たちに通じ

て、詳しく話をしてもらえて嬉しかっ

た。また、最初は「リトアニア」の発音

が日本語読みとは全く違うことに驚い

た。「ト」の部分は本当は thuと弱く発

音され、「リスエィニア」のような感じ

だった。日本語の「ス」の方が近いのに

何で「ト」になったんだろうと思いなが

ら初めはなかなかうまく発音できなかっ

たが、何回も言うと少しは本当の発音に

近づけた。 

私は事前研修で、リトアニアが周りの

ロシアなどに占領され、そして独立して

いく時代について書かれた本を読み、リ

トアニアの人たちはつらい大変な経験を

してきた人たちなんだという気持ちでプ

ログラムに臨んだ。歴史についての授業

は、残念ながら私の英語力不足で詳しく

理解できなかったが、色んな授業の中で

「ソ連時代」という言葉が出てきたし、

先生方にも子供の頃はロシアで育ったと

いう方が何人かいらっしゃって、本で読

んだことは本当だったんだなと思った。

プログラム中には一つ目の独立記念日も

あって、その前後も含めた数日間は、よ

く先生たちが独立記念日について触れ、

みんなで祝うんだよと言ってとても嬉し

そうだった。リトアニア人にとっては自

分たちの国で自由にいられることが当た

り前ではないというか、リトアニアの人

たちは国や民族に対する意識が、占領さ

れた経験がほぼない日本人とは違うなと

感じた。 

プログラムの中のある授業で、終わる

のが予定より大幅に遅れてしまったこと

があった。その時に担当の先生は、「君

たちのパーソナルタイムを奪ってしまっ

てごめんね」とおっしゃった。私は、休

憩時間のことを「パーソナルタイム」と

言うんだなと思った。その後、相互コミ

ュニケーションの授業があり、そこで、

リトアニア人は仕事と自由な時間をきっ

ちりと分け、自分の自由時間を大切にす

るのだということを知った。確かに、授

業の間の休憩時間も 30分としっかりあ

る。先ほどの先生の言葉は、この文化か
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ら来ているんだなと思った。北欧の国で

も仕事は早めに終わらせ、自分の時間や

家族との時間を大切にするイメージがあ

るので、そのあたりの地域では共通のこ

となのかもしれないと思った。日本で過

労が問題になるのも、仕事の時間と自分

の時間の区別が曖昧だというこれとは逆

の文化が原因なのだということがわかっ

た。 

他にも、日本文化についての授業や日

リトアニア関係についての授業を受け

て、海外から見た時に日本文化のどのよ

うな所が特徴的であるかや、日本と近く

の国との戦争が、関係がなさそうな遠く

の国にまで大きく影響していたことなど

を知り、日本についても違う視点から知

ることができた。また、リトアニアの学

生との交流では、オンラインということ

もありなかなかコミュニケーションをと

ることが難しかったが、話ができたこと

自体は嬉しかったし、一緒にリトアニア

のお祭りのお面を作れたことも楽しかっ

た。外国の人と話すときにはわかりやす

い日本語を使うことや、ちゃんと意識し

て反応を返すことが大切だということも

わかった。 

コロナ下で現地の雰囲気を肌で感じる

ことはできなかったが、このプログラム

に参加したことでリトアニアの色々なこ

とを学び、リトアニアは私にとってヨー

ロッパの国の 1つではなく、「特別な

国」になった。そして、自分自身の成長

にもつながった。いつか実際にカウナス

の美しい街を見てみたいと思う。 

オンラインでの初めての留学 

理工学部理工学科 1年 川嵜紫乃 

 

私は、2 月 15 日から 2月 27 日の約 2 週

間、リトアニアのヴィタウタス・マグナス

大学のオンライン留学に参加しました。

もともと、大学生になったら絶対に留学

しようと決めていました。異文化をもつ

人々と交流すれば、視野が広がり、自分を

成長させることができると考えたからで

す。今回はオンラインという異例の展開

で、実際に現地に行くことで得られるは

ずのものは得られないだろうと思いまし

た。しかし、だらだらと家で過ごしていた

生活を少しでも変えたかったし、リトア

ニアという馴染みの無い国について勉強

できる機会は滅多に無いと思い、オンラ

イン留学に参加しました。 

 まず、研修の中で 1番印象に残ったの

は、リトアニアと日本の歴史の違いで

す。リトアニアは、外国に占領されてい

た期間がとても長く、今のような独立を

果たしたのも 1990年と最近のことで

す。しかし、実は 1918年にリトアニア

は最初の独立を果たしています。その独

立記念日が 2月 16日と、ちょうど研修

期間中でした。その当日だけでなく、そ

の前後の日にもリトアニアの先生たちは

国の独立について言及していて、当日は

例年国を挙げてイベントが行われます。

この事からは、リトアニアの人々がどれ

ほど国の独立を誇りに思っているかが感

じられます。一方で、日本は外国に完全

に侵略されたという歴史はありません。

リトアニアの先生は、「鎖国ができるな

んて信じられない」と言われていまし
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た。とても長い間外国に支配されていた

国からみれば、日本のような歴史は信じ

られないのだと思います。同じように、

私もリトアニアの歴史を知って驚きまし

た。そして、リトアニア人の視点からみ

た日本の歴史を考えることができて、当

たり前のように思っていた自分の国の歴

史を違った見方で考えるようになりまし

た。 

 また、研修の中でヴィタウタス・マグ

ナス大学の日本語教室の学生と交流する

機会もありました。彼らはとても流暢な

英語を話していましたが、日本語もとて

も上手でした。私と話したある学生は、

日本食の寿司やラーメンが大好きで、

Youtubeを見ながら実際に自分で作った

りするそうです。そして、いつかは日本

に来て本物の味を知りたいと言っていま

した。親日な外国の人と実際に話しをし

たのは初めてで、とても楽しかったで

す。と同時に、もっと日本について伝え

たいのに伝えられない自分の英語能力の

低さを実感しました。もっと英語を勉強

しなければという意欲を持つことができ

たのも、この留学プログラムのおかげで

す。 

 また機会があれば、留学プログラムに

参加したいと思えるほど、とても有意義

な時間を過ごすことができました。今回、

事前学習の時からノートを 1 冊つくり、

授業内容や感想などをずっと書いてきて、

それを見返すと自分の成長が感じられま

す。次の留学ではノートの書き方も進化

させて臨もうと思っています。実際に外

国に行って、その雰囲気を肌で感じられ

る日がとても待ち遠しいです。

「オンラインリトアニア研修での学び」 

理工学部機能物質化学科 3 年 尊田早紀 

 

 私にとってこの研修は 2 回目の SUSAP

のプログラムでした。しかし、前回のプロ

グラムとの大きな違いは、オンラインで

あることです。オンラインで本当に成果

はあるのかと疑問に思いながらも、コロ

ナウイルスの影響で海外へ行くことがで

きない今だからできることをやろうと思

いこのプログラムへ参加を決意しました。

今回のプログラム参加目的は、英語力の

向上とリトアニアの文化や歴史について

学ぶことでした。英語力に関しては、2 週

間という短い期間で自分自身のリーディ

ング、リスニング、スピーキングスキルが

どのくらい向上するのか試してみたいと

思い参加しました。また、今までアジアに

ついてしか学んだことがなかったので、

西洋の文化にも触れてみたいと思って参

加しました。 

研修内容はリトアニアの文化や言語、

歴史、経済、日本とリトアニアの関係につ

いて英語で毎日 1 時間半程度の講義形式

のものとリトアニアの学生の日本語のク

ラスに入り現地の学生と英語や日本語で

あるテーマに沿って意見を出し合うとい

うものでした。 

私がリトアニアの学生とやり取りをし

ていて感じたことは、リトアニアの学生

の英語力と日本語力が高い人が多いこと

です。今回交流した学生は先生とのやり

取り、学生同士のコミュニケーションが

英語で行われており、リトアニア語より

も英語が第一言語のように使っているの

ではないかと感じました。リトアニアで
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は現在、小学校で英語を習い、中学校から

はフランス語やスペイン語などの第 2 外

国語として習う教育カリキュラムです。

このことはポーランドとの統合やソ連に

よる統治などの歴史的背景と周囲を多く

の国々に囲まれているという地理的背景

からだと考えます。また、研修期間中がリ

トアニアの国家再建記念日にあたる 2 月

16 日を含んでいたこともあり、多くの先

生が講義の最初にこの記念日について触

れられていたことからもリトアニアの

人々にとって大切な日であることをとて

も感じました。リトアニアの学生からも

この記念日の過ごし方や思いを聞くこと

ができて良かったです。日本にも建国記

念日は存在しているがみんなでお祝いす

るような文化はなく、祝日の一つという

認識でしかないため、リトアニアの人は

自分の国を愛する、大切にする文化であ

るように感じました。ここが日本人とリ

トアニア人の考え方の違いだと思います。

リトアニアの人は自分の国についてよく

理解していて、歴史や文化について詳し

くできるのに対して、日本人の多くは日

本の文化や歴史について説明できていな

いことに繋がっていると思います。その

結果、母国に対する理解や母国を大切に

すること、そして日本人であることの誇

りや自信が他の国と比べて低いように考

えられます。今回の講義テーマにもあっ

た「幸福度」に対する考え方にもつながっ

ていると感じました。日本は年々下がっ

ているのに対して、特に北欧諸国は幸福

度が高い傾向にあり、リトアニアも少し

ずつ上がっています。このことより、自国

に対する誇りを持っている方が、国民性

として自己肯定感が強く、結果的に幸せ

を感じやすいのではないかと考えました。 

また、日本語のクラスでは、こんなにも

日本の文化を知りたいと思っている人が

多いことに驚きました。そして、日本のポ

ップカルチャーの講義では「かわいい」と

いう語源や汎用性について分析されてい

て、何気なく普段使用している単語に関

しても海外の方の視点を通すと解釈の差

が生じることを改めて感じました。リト

アニア人とのコミュニケーションを通じ

て、日本語を正しく使うこと、教えること

の難しさを感じました。 

私がこの研修を通して見えてきた課題

は、2 つです。1 つ目は、日本人として日

本語を正しく使い、日本の文化を正しく

外国人に伝えられるようにすることです。

普段は熟語に直して言葉を端的に伝えよ

うと心掛けていることもあって、今回の

日本語のクラスでは、リトアニアの学生

に対して熟語が伝わらないことが多くて

悩みました。この経験から、熟語や単語の

意味を正しく使う、熟語を簡単に言い換

えられるようになるすなわち、語彙力を

増やし、類意義で表現できるようになる

必要があると感じました。2 つ目は、コミ

ュニケーションは積極的に自分から話す

ことが大切だと改めて感じました。オン

ラインということもあって消極的になり

がちだったので、文法が間違っても気に

しないという気持ちでコミュニケーショ

ンが取れるように英語でのコミュニケー

ションの場を増やすだけでなく、日本語

でも多くの人に自分の意見を伝えること

を意識的に行動していきたいと思います。 

最後に、時差の都合上朝早くから私た
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ちのためにオンライン講義を開講してく

れたヴィタウタスマグヌス大学の先生や

橋クラブの学生に感謝です。コロナウイ

ルスが落ち着いたらぜひ行ってみたいと

思っています。

 
杉原ハウスと呼ばれる建物 

杉原千畝がリトアニアのカウナス（当時

の首都）で領事館として使っていた場所 

現在は記念館として中に入る事が出来る 

 

リトアニアにあるカウナス城 

13 世紀に建造され現在は観光すること

が出来る。プログラム最終日にバーチャ

ルツアーで中を見ることが出来ました。 

プログラムを終えて 

理工学部 3年 塚本ルーク達美 

 今回のプログラムを受けて思ったこと

はやっぱり参加して良かったなというこ

とと留学をしたいということを改めて感

じました。今回のプログラムは例年と違

い全てオンラインで行われ家から一歩も

出ることなく遠いリトアニアの方と交流

し話を聞くことが出来ました。メリット

はたくさんあり非常に安価（1万円ちょ

っと）で参加することが出来たことで

す。このプログラムに参加する前はヨー

ロッパの北の方にある小さな国というふ

んわりしたイメージしかなかった国でも

きちんと相手のことを知ることでどんな

国で日本とどのような関係を持っている

のか、どのような人が住むのかを知るこ

とが少しだけでも知ることが出来まし

た。一方オンラインで参加することのデ

メリットはその場に実際に居ないので実

際に体験できることが減ってしまうこと

だとも感じました。例えば今回のプログ

ラム中、リトアニアはかなり寒かったら

しく雪が沢山降っていたそうです。ほと

んど雪が降らない九州にずっと住んでい

る身としては雪が降り積もる生活はどん

なものなのか気になっているのでそれを

体感できなかったのは惜しかったなと感

じます。また現地の食べ物を食べたり

人々の生活を感じることが出来なかった

のは少し残念です。ただこのデメリット

は将来実際にその国に行くことを考えた

らそこまで気にならないとも思います。

私はこのプログラムを通してリトアニア

に親近感を持ち現在のコロナ禍が終わっ

たら実際にリトアニアに行き自分の足と
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目で見て回りたいと感じました。 

 講義を受けて感じたことは選択肢の多

さと英語で受ける授業の難しさです。 

 佐賀大学でも教養科目などで専門以外

の科目以外でも講義を受けることは可能

ですが VDU では自分の専門以外でもある

程度専門的な内容を受けることが出来る

という話だったと思います。今回私が受

けたものでは水辺の構造物に関しての講

義や幸せと経済的な豊かさの関係などの

講義は非常に興味深いものでした。また

水辺の構造物は都市工学の内容だと思う

のですが国の違いがその内容にも影響す

るのだと強く感じさせられました。具体

的にはリトアニアでは水が氷るため凍結

による浸食やパイプの破損に対処する必

要があるということでした。 

英語で授業を受けることの難しさは一

つはノートを取ることが難しいこともう

一つが専門用語等分からない単語が出て

きたときに内容が分からないことでし

た。 

 リトアニアの学生との交流はオンライ

ンという形式上仕方がないことでもあり

ますがあまりできなかったことが心残り

です。VDUには橋クラブという日本語をま

なぶクラブがありコースの一環で交流す

る機会があったのですがオンラインのた

めどうしても時間に制限があったりして

思うように話せなかったり相手のことを

あまり知ることが出来ませんでした。た

だ短い時間でしたがリトアニアの学生と

の交流を通して私との考え方の違いや逆

に同じような考えがあるということを知

ることが出来たのはいい経験でした。 

「オンライン留学を終えて」 

経済学部経済学科 1年 三戸瑞月 

  

 私はヨーロッパの国々の歴史や文化に

とても興味があったため、このプログラ

ムに参加した。このプログラムに参加し

て、日本では学べないことや、オンライ

ン留学を通して感じたことについて、述

べていきたいと思う。 

 まず１つ目は、自分の英語力について

だ。プログラムの初日、自己紹介をする

機会があったのだが、とっさのことで英

単語がどうしても思い出せなくて言葉に

詰まってしまった。その後に他の授業を

受けている際にも、授業の感想を求めら

れる機会があったのだが、そこでも言葉

が出てこなくて感想を言うことができな

かった。これらのことを通して、自分が

日本語を英語に変えるのがとても苦手だ

ということが分かった。また、このプロ

グラムはある授業を除いて、すべてが英

語で行われていて、私はすべてが英語で

進められていく授業は今まで受けたこと

がなくとても大変だった。さらに進むス

ピードも佐賀大学の授業より速く、辞書

などで調べていると置いて行かれてしま

い、授業の内容が半分ぐらいしか理解で

きていない状態になってしまっていた。

これらのことから、英語の勉強、特に、

単語力と英訳をする力を鍛えていかなけ

ればならないと感じたので、しっかり勉

強をしていきたいと思う。 

 次に２つ目は、日本語を教えることの

難しさについてだ。このプログラムの

「日本の言語・文化」の授業では、リト

アニアの学生と一緒に授業を受けていた
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のだが、この授業は日本語で進められて

いた。英語圏やヨーロッパの言語を使う

人からすると、日本語はとても難しい言

語になるのにも関わらず、リトアニアの

学生たちの日本語がとても上手だったこ

とに驚いた。しかし、リトアニアの学生

が知らない日本語が出てきた場合に、私

たち日本人の学生が英語で教えていたの

だが、なかなかうまく教えることができ

ず、日本語を教えるのに時間がかかって

グループディスカッションの時間を使い

果たしてしまうことがあった。私たちは

普段日本語を文法などは考えずに使って

いるが、いざ教えるとなると、どう説明

すればいいのかわからず、日本語を教え

ることの難しさを肌で感じた。だから、

日ごろからもっと意識して日本語を使っ

ていきたいのと、もしもまた外国の方と

日本語で話す機会があったら、熟語や複

雑な表現を使わずに、分かりやすい日本

語で話すことを意識していきたいと思

う。 

 続いて、外国の文化や歴史について現

地の人から学ぶことの大切さについて述

べていきたいと思う。このプログラムが

始まって 2日目の、2月 16日はリトアニ

アの独立記念日だった。初日の授業か

ら、リトアニアの大学の教授たちが「明

日は特別な日」と言っていたり、２日目

の授業ではもちろん、３日目の授業の時

も独立記念日のことについて触れていた

りしたことから、リトアニアの人々がと

ても独立記念日を大切にしていることが

分かった。事前研修などで調べていく中

で、リトアニアの人々が独立記念日を大

切にしていることは知っていたが、実際

に話を聞いてみないと実感できないこと

だと思った。また、リトアニアの伝統的

な祭りについての授業があったのだが、

その授業は事前にインターネットで調べ

ても出てこなかった祭りや、クリスマス

の風習について学ぶことができた。これ

らのことは日本では知ることができなか

ったし、実感できなかったことなので、

外国の歴史や文化を知るためには、その

国の人たちの話を聞くことが１番いいこ

とだと思う。 

 今回の留学はオンラインで、約２週間

という短い間ではあったが、この留学を

通して、とても充実した体験をすること

ができ、自分の英語力の課題やその他に

もたくさんのことを発見することができ

た。本当にこのプログラムに参加してよ

かったと思う。 

最後に、オンライン留学という初めての

試みを実施してくださった、佐賀大学と

VDUの関係者の方々、留学中に手助けを

してくれた他の参加者の方々、本当にあ

りがとうございました。 

 

 

授業は主に Teamsで行われた。 

上の画像は Kahoot という授業でつかった

クイズができるサイト 
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編集者から 

 このプログラムに参加したことは自分

にとってとてもいい経験でした。私は、

留学を考えていたところに新型コロナの

流行によって行けなくなってしまいどう

しようか困っていたところ、オンライン

で国際交流をすることが出来たことは幸

運なことでした。自分とはまるで違う文

化や考えを持つ人たちと話すことは私に

とって良い刺激になりました。また今回

のプログラムでリトアニアについて学ん

だことを自分で確認するためにも将来リ

トアニアに行きたいと思います（塚本） 

It was a very good opportunity for me to 

know about Lithuanian culture and the 

relationship with Japan. I really enjoyed the 

lessons and it was fun speaking with the 

students as well. I really hope to go to 

Lithuania one day and see the things I heard 

during this program with my own 

eyes.(Luke) 

 

私にとって初めての海外留学でした。オ

ンラインという形にも関わらず、多くの

事を学び考えさせられた研修期間でし

た。実際に外国の人の話を聞いて、外国

の人の立場になって日本について考える

ことができました。そして、改めて自分

は「日本人」なんだなと実感しました。

制約の多い時分の中で、このような場を

作ってくださった日本とリトアニアの先

生方に、深く感謝しています。（川嵜） 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

         

 

リトアニアの国旗 


